










要約:昨年行った「わが子の死を経験した親へのアンケート調査」で在宅ターミナルケア

の希望が多いことを知り、今年度は行政、医療関係者、患者家族などさまざまな立場から

の聞き取り調査を行い今後の課題を検討した。その結果 1)在宅ターミナルケアは、ター

ミナル期をなるべく在宅で過ごすことであって、必ずしも家庭で死を迎えることを意味し

ない 2)セルフケアの視点から病院と診療所の連携や訪問看護、各関係機関との調整をも

っとはかること 3)がんなどの生命を脅かす疾患では終始患者の立場に立つインフォーム

ドコンセントに基づいた医療を行い、治療関連死の説明からデスエデュケーションを初期

から始めることがよいターミナルケアに肝要であることなどがわかった。


